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快適性能シミュレーションツール『ｅ-Ｒｅｐｏｒｔ』を拡充 

「省エネ基準適合結果報告書」を追加し、 

省エネ性能の見える化をさらに推進 
〜本年4月から始まった住宅の省エネ性能「説明義務化」に対応〜 

 

株式会社ＬＩＸＩＬ住宅研究所フィアスホームカンパニーでは、2021 年 4 月から始まった「住宅の省エネ基準適否の説明

義務化」に対応し、建築主へ実施している住宅の省エネ性を建築前から示すシミュレーションツール「ｅ‐Ｒｅｐｏｒｔ」に、「省エ

ネ基準適合結果報告書」を追加し、フィアスホームの特長であるオリジナル高性能パネル物件を対象に省エネ性能の見え

る化をさらに推進します。 

なお、今回の「省エネ基準適合結果報告書」を追加した新たな「ｅ‐Ｒｅｐｏｒｔ」は、本年４月から導入を開始し、今後全棟を

対象に提供していきます。 

 

フィアスホームは、2008 年の事業開始当初より、長期優良住宅に適合し

環境負荷低減を実現する住宅の供給に取り組んでいます。現在は、高気

密・高断熱技術をベースに、風や光などの自然エネルギーを最大限活か

すパッシブデザインを両立させることで、時代が求める少ないエネルギー

消費でも快適な住まいを提供しています。 

 

政府は「2050 年カーボンニュートラル」に向けて、ＺＥＨ※１（ネット・ゼロ・

エネルギー・ハウス）の普及拡大を目指しており、その一環として本年 4

月から住宅の「省エネ性能説明義務化」が始まりました。 

フィアスホームでは、義務化以前から住宅の省エネ性能の見える化に取

り組み、設計段階での省エネ効果として、気象データを元にした室温や

電力会社プランでの光熱費などをシミュレーションした「ｅ‐Ｒｅｐｏｒｔ」を建

築主へ提示してきました。今回は、この「ｅ‐Ｒｅｐｏｒｔ」を刷新し、「省エネ

基準適合結果報告書」を追加します。「省エネ基準適合結果報告書」では、

省エネ基準への適合、ＺＥＨ要件適合、ＨＥＲＴ20※2 適合などの可否を

わかりやすく記載することで、ＺＥＨ要件適合などに関する補助金の申請

などを促し、省エネ住宅の普及促進を支援していきます。 

 

フィアスホームでは、断熱性・気密性に優れた躯体性能をベースに、それぞれが独自に、通風・創風・日射遮蔽などの 

パッシブエネルギーの活用や無駄な電気の使用を抑えるためのＨＥＭＳや蓄電池などの提案を行っており、省エネ化と快

適な住環境を両立する住まいづくりに取り組んでいます。 
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●「ｅ‐Ｒｅｐｏｒｔ」に追加する「省エネ基準適合結果報告書」について 
 

 ・省エネ性能の説明義務制度とは 

建築士は、300m²未満の住宅を設計する際に、建築主に対して省エネ基準への適合性等について書面を交付して説

明することが、「建築物のエネルギー消費性能の向上に関する法律」で義務付けられています。また、建築主は、建て

ようとする住宅について、省エネ基準に適合するよう努力義務が同じ法律で課せられています。 
※建築主が説明を希望しない旨の意思表明をした場合、建築士から説明は行われません。 <国土交通省発行のパンフレットより引用> 

 

 ・「省エネ基準適合結果報告書」の事例 
   〈 省エネ基準に則った報告〉 
 

 

 

 

 

 

 

 
 〈 省エネ基準以外の各種基準・推奨基準に対する達成度〉  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※１ ＺＥＨ（ゼッチ）：ＺＥＨ（ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス）とは、「外皮の断熱性能等を大幅に向上させるとともに、高効率な設備システムの 

導入により、室内環境の質を維持しつつ大幅な省エネルギーを実現した上で、再生可能エネルギーを導入することにより、 

年間の一次エネルギー消費量の収支がゼロとすることを目指した住宅」のことをいいます。 

※2 ＨＥＡＴ20：研究者、住宅・建材生産者団体の有志によって2009年に発足した団体「一般社団法人 20年先を見据えた日本の高断熱住宅 

研究会」の略称。またＨＥＡＴ20は、断熱の新しい基準の総称としても使われています。 

 

◆当社概要 

・会社名  株式会社ＬＩＸＩＬ住宅研究所 フィアスホームカンパニー 

・代表者  代表取締役社長 加嶋 伸彦 

・本社所在地 〒136-0071 東京都江東区大島2-1-1 

・ＵＲＬ  【株式会社ＬＩＸＩＬ住宅研究所】 https://www.lixil-jk.co.jp/ 

【フィアスホーム】https://www.fiace.jp/ 

 

◆ＬＩＸＩＬ住宅研究所 概要 

住宅及びビル建材・設備機器の製造販売・住宅フランチャイズチェーンの運営など、総合的な住生活関連事業を展開す

るＬＩＸＩＬの一員です。住宅フランチャイズチェーン事業の運営を担う企業として、アイフルホーム、フィアスホーム、ＧＬ

ホームの3ブランドを展開し、国内最大級の住宅フランチャイズチェーン事業を展開しています。 

 

◆フィアスホーム 概要 

高品質で資産価値の高い、永く住み継がれる住まいの提供を目指すフィアスホームは、「特別な暮らしを、あたりまえに。」

をコンセプトに住まいづくりに取り組んでいます。特に、地球温暖化などの環境問題への取り組みを積極的に進め、気密・

断熱などの住宅の基本性能を高めつつ、光や風などの自然エネルギーを有効に活用したパッシブデザインにより、安全・

安心・快適でエコロジーな、高品質な住まいを提供しています。 


